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「高校の英語の授業は英語で行う｣そんなことできる？ 
























3. 生徒参加型 (student-centered learning)の授業とする。 
4. この１年間の目標を定める。 
5.  ４技能を使うバランス良く使う活動を取り入れる。 






























1.  授業を３～４つのセクションに分ける。 
2.  ペアやグループワークなどの共同作業を多く取り入れる。 
3.  言語活動の目標を達成するために，小さなステップを多く作る。 


















Icebreaker activity 5 min. ・a basic question 
・1 minute talk 
・a short story 
３つの活動のうち１つを行う 
Daily Conversation 5-10min. 買い物で使う表現 
Textbook 20-25min. 教科書 

















Step 1 : Mind map 作成 
突然，自分のことについて話してみようと言われても，ほとんどが沈黙に陥るだけで
ある。そこで，何を話すかを箇条書きで書き出す Mind map を作成する。ただ，Mind map
を書いてみようと言っても，本校の生徒は，何を書けばよいか分からず，筆が進まない
生徒が多い。そこで，次のような質問で，Mind map に書くべきことを生徒に問いかけ，
その答えを書くように導く。教師：What’s your favorite animal?  生徒：cat.  生
徒は，Mind map に cat と書く。もちろん，答えは生徒それぞれ異なる。質問を 15 ぐら
いすれば，立派な Mind map ができあがる。15 個の答えを書いた後，生徒にそれ以外の
自分のことを２つ書くように指示する。 
Step 2: １回目のチャレンジ 










years old.  My favorite ～ is ～.  I live in ～. である。その後，１回目のチャ
レンジで思いつかなかった英単語を辞書で調べる時間を与え，教師がサポートする。


















活動内容と活動形式（個人 / ペア/グループ/クラス） 

























5.  サイトトレンスレーション （ペア） 
英語→日本語 日本語→英語 
4-3 Third Reading  
S, L 
音読練習（クラス / 個人 / ペア） 
リピート, シャドーウィング, オーバーラッピングなど 
4-4 Final Reading 
S, L, W, R 
 
1. リテリング （ペア / クラス） 
  1 回目のチャレンジ：助けなしで挑戦  





3. Ｑ and Ａ （ペア） 
文で答えなければならないような，少し複雑な質問に英語で答える。
また，自由に質問文を作る。 
4. ディクテーション （個人） 
そのレッスンで学習する文法事項が含まれている文を書き取り，自分
で文を作る。 






３年生の授業がほぼ終了となる 2014(平成 26)年 12 月に，改めて英語の授業に対するア
ンケート調査を実施した。嬉しいことに生徒からは高評価を受けた授業となった。本授業
を実施する前の調査では，約 25％の生徒が英語に対する抵抗感を持ち，英語の授業には何
も期待していないと答えていた。12 月の調査では，そのような生徒が 15％にまで減った。
逆に，事前調査では，英語学習や授業に対して積極的な姿勢を示していた生徒は，30％だ
ったのが，事後調査では 65％まで増加した。 
特に生徒たちが関心寄せた授業は，オリジナル教材の「先生たちの夏休み」だった。ち
ょっとしたイタズラ心で，篠崎はニューヨークで写真の個展を開き，市川は北極にホッキ
ョクグマを見に行くという対話文を作成し披露した。生徒たちはこれに予想以上の興味関
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心を持ち，授業後に，本当にニューヨークに行くのか？やホッキョクグマなど見られるの
か？などの質問が相次いだ。ここで終わらせてはもったいない，（期待している生徒たちに
申し訳ない）と考え，本当にニューヨークや北極に行ったかのような合成写真を撮り，２
学期に「私たちの夏休み」というタイトルで，写真をパワーポイントで提示しながらプレ
ゼンテーションをした。写真があまりにも良い出来だったために，このプレゼンテーショ
ンの後でさえ，本当の話だと信じている生徒がいた。このプレゼンテーションでは終わら
ず，お土産を交換している場面を設定し，写真撮影をし，再度，プレゼンテーションをし
た。この段階ではさすがに作り話だとわかったようだが，多くの生徒が楽しんでいたよう
に思う。 
多くの生徒が楽しみを感じたこと以上に重視したいことは，この教材を使用して授業を
行っている間，英語が本当の意味でのコミュニケーションツールとなったと感じている。
英語を苦手とする生徒が多くいる授業で，英語をコミュニケーションツールとして活用す
ることは非常に難しい。生徒自身が持っている語彙力や文法力が極めて不足していること
と，持っている英語力を駆使して理解したいと思わせる教材や表現したいと思わせる題材
を提示することが難しいからである。「先生たちの夏休み」というオリジナル教材は，こち
らの予想以上に，多くの生徒の興味関心を引き，「理解したい」という気持ちをうまく引き
出すことが出来た。生徒たちは，自身が持っている英語力や知識を最大限に利用して，目
標を達成する体験ができたのではないかと考えている。 
改めて今振り返ってみると，生徒が授業を楽しめるかどうかの要因のひとつは，教師も
共に楽めることであり，それがかなり重要なのではないかと思う。ワークシートなどの教
材を作るのにもかなりの時間を要するのだから，教師側も楽しんで授業を作り上げたい。
そして，作った教材で生徒が楽しんでいる様子が次への活力となる。 
「どのような言語活動が，そして，どのような授業が素晴らしいのか。」これに答える
のはかなり難しい。なぜなら，ある活動がＡ組ではうまくいっても，Ｃ組では失敗という
とはよくあるし，同じクラスでも２時間目は活発な授業が展開できるのに，６時間目は全
くダメということもある。ただ，ひとつだけ明確なのは，その答えを出せるのは，試行錯
誤を繰り返す教師とその生徒たちである。その答えを求めて，現場の英語教師たちは生徒
たちと格闘している。 
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